
ESABIIサイドイベント（CITES COP16） 

“Providing enforcement tools to practitioners” 

 

第 16回絶滅のおそれのある野生動植物の種の国際取引に関する条約（CITES）締約会議において、

CITES附属書掲載種取引に関する規定遵守の促進のため、ESABIIプロジェクトとして東南アジア

で実施された能力構築研修等の取組の周知を目的として、TRAFFIC Southeast Asia と環境省が

ESABIIサイドイベントを共同開催した。 

 

日時 

平成 25年 3月 7日 17:30～19:00 

会場 

タイ、バンコク、Meeting room 3, Queen Sirikit National Convention Centre 

主催 

環境省、TRAFFIC Southeast Asia 

 

イベント概要 

１．開会挨拶 

   荒牧まりさ（環境省） 

 

２．プレゼンテーション 

（１）Approaches and Material Used  

Ms. Claire Beastall（Training and Capacity Building Coordinator, TRAFFIC）  

ESABIIの活動としての CITES掲載種に関する能力構築研修の取組を紹介した。 

（２）Country Needs: Experiences and Nest Steps - Vietnam 

Mr. Vuong Tien Manh（Scientific and Capacity Building Officer, CITES Management 

Authority, Vietnam, Ministry for Agriculture and Rural Development, Vietnam） 

ベトナムで実施された CITES 規則と野生生物法の遵守に関する研修について報告し、ベトナム国内の

研修の要請に応えるために、さらなる資金及び技術的援助を求めた。    



（３）Country Needs: Experiences and Nest Steps - Cambodia 

Mr. Suon Phalla（Deputy Director of Department of Wildlife and Biodiversity, the Forestry 

Administration, CITES Focal Person of Cambodia） 

Mr. Phalla は、カンボジアで開催された二つのワークショップの成果を報告し、国境のチェックポイン

トの管理官に対する研修、国内法の遵守のための同定のアップデート、野生生物と生物多様性の関する新

たな法の作成が次のステップとして必要であると続けた。  

 

３．ディスカッション: 

進行: Mr. Manop Lauprasert（Senior Officer, ASEAN-WEN Programme Coordination Unit） 

Tung: Mr. Vuongの発表に補足のコメントをする。種の同定に関する研修を受けている者は非常に

少ないので、法令の遵守に関わる役人の能力を向上するためにさらなる支援をお願いしたい。 

Stuart: TRAFFICの研修後、何か行動に変化があったのか。  

Beastall: 研修が非常に良い結果をもたらした例はあるが、概して、研修とその後の行動との関連

を示すはっきりしたデータを得ることは難しい。  

Shepherd (TRAFFIC Southeast Asia): 研修の効果を計る事は難しい。研修の後は効果が上がるが、

効果は徐々に薄れていく。また、研修を受けた人たちが異動になったりするので、研修は制度

化し継続していく必要がある。 

Manh: 研修の成果は、職員の能力の向上だけではなく、ネットワークができることも成果である

と思う。 

Facilitator: 2015 年に、ASEAN は輸出入関連のシングルウィンドー化、あるいは EU のような

ASEAN経済共同体を始める予定である。流通の自由化の中で、税関のチェックは多分緩くなる

だろう。10カ国の様々な野生生物法を如何に統合するかが課題になる。  

Mr. Daniel Muller, World Customs Organization: 種の同定は税関のメインの仕事ではないと思っ

ている。税関の仕事は違法な輸出入を防止することであり、そのためのトレーニングが必要。

種の識別シートは非常に役に立つものだが、特定の種を同定するのは我々ではない。我々が支

援を求められるように、CITES管理機関に専門家を置くことが必要である。  

Beastall: 識別シートは、より一層の支援が必要なときに連絡できるように、実際に管理機関や科

学機関の詳細な連絡先を提供している。課題の一つは行政官に自信がないこと。識別シートは、

たとえ彼らが次にするべきことが管理機関に連絡をとることであっても、彼らに自身をもたせ

るツールの一つである。       

Phalla: CITES許可書には多くの科学的データが含まれている。我々は、税関職員にどのように許

可書をチェックするか示している。許可書には正しい種名を記入することが求められているた

め、学名は非常に重要である。  

 


